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を
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そ
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各 地 の た よ り

一 ル･A･マ ッ ク ス ウ ェ ル長 老
,七 十 人 第

一 定 員 会 会 員 の ジ ョセ ブ･B･ワ ー ス リ ン

長 老,ロ バ ー ト･L･バ ッ ク マ ン長 老,ラ ッ

セ ル･C･テ イ ラ ー長 老,J･リ チ ャ ー ド

･ク ラ ー ク長 老 で あ る。

初 代 神 殿 長 と し て 召 さ れ た ハ ー ラ ン･

W･ク ラ ー ク神 殿 長 は,1935-37年 に 宣

教 師 と して,1970-73年 に伝 道部 長 とし

て南 ア フ リカの地 で伝 道 の業 を進 め た。

南 ア フ リカの教 会員 は,神 殿 の建 築 を

予 言 の成就 と考 えて い る。 しか しその陰

に は,長 年 の間惜 しむ こ とな く多額 の献

金 を行 な った会員 の犠 牲 が あ る。 自分 の

自転 車 を売 って献 金 に充 て た少年 もふ た

りい た。 その よ うに して 自国 に建 築 され

た神殿 につ いて,あ る改 宗者 は,｢こ の祝

福 の た め には何 で も喜 んで す るつ も りで

す｣と 話 して いる。今 や神 殿 の儀 式 と誓

約 を通 して 与 え られ るすべ ての祝 福 が,

ア フ リカ に住 む教 会 員 に も広 く及 ぼ うと

して いるの で あ る。

■
■
聞

σ17 目 尉曲 施
毛ルモン･幽麗ナ勿 レ自

㌻》

団

㌶声
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.

瀞

`
ぎ
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の

｢新

宿

文
化

セ
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ー

｣
で

最
終
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を

行

な
う

モ

ル
モ

ン

･
タ
バ

ナ
ク

ル
合

唱
団

囁"鷹侮 睾･

●大阪･名 古屋 地区か らの

レポー ト ー｢音 楽 により一

層の広が りが感 じられ ま し

た｣

350甥鷺欝繍 隼乏藁総
6年 ぶ り2回 目の来 日を果 た し,大 阪,

　
名古 屋,東 京,つ くば科 学技 術博 覧会,

日本武道 館 で の｢24時 間 テ レビ･愛 は地

球 を救 う｣の チ ャ リテ ィー番 組 の出 演 と

合 計13回 の公演 をし ま した。

8月16日,夕 日を受 けて,団 員 を乗 せ

た2機 の チ ャー ター機 が大 阪空港 に舞 い

降 りて きま した。 しか し,ス タ ッフや 同

行 した家族 を含 めて500人 を越 す 大所 帯

が通 関 手続 きを す るの には,か な りの時

間が かか り,地 域会 長 会 の キ ース･W･

ウ ィル コ ック ス長 老 を始 め とす る出迎 え

の聖徒 の前 に彼 らが現 わ れ た とき は,も

う夜 の8時 で した。拍 手 の 中,合 唱 団の

ウ ェ ンデル･M･ス ム ー ト会 長,指 揮 者

の ジ ェラル ド･D･オ トリー兄 弟 な どに花

束が贈 られ,｢16時 間の旅 の あ とで大 阪で

受 け た歓 待 は,本 当 に うれ しか ったで す｣

と団員 のひ とりは語 ってい ま した。

今 回 の公演 旅行 の皮 切 りは,翌17日 午

後3時 の梅 田の ザ･シ ンフ ォニ ー･ホ ール

で の公演 で す。輝 く金 管 楽器,天 に まで

響 くパ イプ オル ガ ンの伴奏 とと もに,重

厚 な大合 唱 が会場 に響 きわた るの を 息 を

ひ そめ て聴 き入 りま した。

6年 前 の合 唱 団 は,男 女 が左右 に分 か

れて整 列 して い ました が,今 回 は写真 に

見 る よう に市松 模 様 の並 び方 で す。 これ

は｢ミ ッ クス ド･フ ォー メー シ ョン｣と

言 って,音 の配合 を良 くす る ため昨年 か

ら採 用 され た と聞 き ま した。

また,6人 の管･打 楽器 が伴 奏 に加 わ っ

て い ま し た。 彼 ら に あ とで 聞 いて み た

と こ ろ,｢我 々 はBYUの 音 楽 の 教 員 で

作 って い る合奏 団 です。 昨年 夏 の カナ ダ

と米 国東部 での コンサ ー ト以来,合 唱 団

の公 演旅 行 に同行 して い ます｣と 話 して

くれ ました。

この ため,6年 前 に比 べ て音楽 に よ り

一層 の広 が りが感 じ られ ま した
。
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●っくば科学万博会場の5,000人 を収容できるエキスポ プラザでタバ

ナクル合唱団の公演 に耳を傾ける聴衆

媛
廟

●8月2旧 の 東 京NHKホ ー ル の 公 演 に は1985年 度 ミ ス･ア メ リカ の

シ ャー リー ン･ウ エル ズ姉 妹 が あ い さ っ に立 った
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モルモン･タ バナクル合唱団日本公演

同行記一感動 に満ちた｢よ きおとずれ｣.

タバナクル実行委員 念垣 郷太郎

ギ隷美獅鴨熟盤
そうかい

る涼風 を胸一 杯 に吸 い込 ん だ爽快 な気 持

ち･あ の すば らしい感動 に満 ちた公 演

の数 々 を贈 り物 として,モ ル モ ン･タ バ ナ

クル合 唱団 一行 は8月28日(水),13日 間

の長 期 コンサ ー トツ アー を終 え,成 田国

際 空港 よ り帰国 され ま した。

来演 を心待 ち にして い た とき には｢永

く｣,終 わ っ てみ ると,実 に｢短 く｣思 わ

れ ま した。

モ ルモ ン･タ バ ナ クル合 唱団 の再 来 日

公演 は,音 楽 を愛 す る人 々,ま た良 い音

楽 を聴 き た い と強 く望 ん で い た人 々 に

とって,ま さに待 ち こがれ て い た｢よ き

お とずれ｣で した。 一行 が来 日した8月

16日(金)は,早 くか ら出迎 えの 入々 が

集 ま り,前 回 に 引 き 続 き 主 催 さ れ た 中

京 テ レ ビ の横 山 昭 夫 局長,笹 崎景 久事

業 部 長 ほ か 関 係 者,教 会 側 よ りア ジア

地 域 会 長 会 の キ ー ス･W･ウ ィ ル コ ッ

クス長老,ま た大 阪地 区担 当 の浜 田博之

大 阪 ステー キ部 長,中 村 晴兆大 阪北 ス テ

一 キ部 長 を は じめ と して近 郊 地域 の教 会

員 お よ び知 友 の方 々,1関 係 者 を含 め,約

300人 ほど にな りま した。

再 来 日の方,初 め ての方,皆 口々 に｢美

しい 日本 に来 られ た喜 びで い っぱ いで す。

……精 いっぱ い
,期 待 に応 えられ るように

最 善 を尽 く し ます｣と 胸 を ときめ かせ,何

人 もの方 々 が その喜 び に涙 して お られ ま

した。

来 日公 演 の初 日,8月17日(月)大 阪

シ ンフ ォニ ー･ホ ール では,満 場 の期 待

を越 え たす ば ら しく充 実 した演奏 が繰 り

広 げ られ ま した。 正面 中央 に位 置 する パ

イプ オ ルガ ンの荘 厳 な音 律 に包 まれ た ハ

ー モニ ーの重 厚 さ に加 えて
,金 管 ア ンサ

ら

ンブル の輝 か しく透 明 な響楽 は,ま さに

天上 の音 楽 の美 しさに も思 え る壮 麗 さで

した。続 いて,バ ッハ の カ ンター タ を流

麗 に唱 い上 げ,織 りな す4声 部8パ ー ト

の豊 か な色彩 のポ リフ ォニ ー の美 に整合

す る伴 奏 部,そ の器楽 の鮮 や かな音律 が

ホ ール の隅 々 まで行 き渡 り,楽 響 の気 高

さに圧 倒 され る聴 衆 を一 瞬 の うち に深遠

な音 の泉 の中 に引 き込 ん で し まった よ う

で した。

感 動 的 な宗教 曲の数 々 を終 え,休 憩 後

の第2部 は,あ のフ ロ ンテ ィア の源 流 を

思 わ せ る,楽 し く,快 活 で:健 康 その も

の とい った｢ア メ リカの古 い歌｣。 それ に

日本 の心 で唱 い上 げ た｢赤 とん ぼ｣は,

美 し く懐 しい憧1景を見事 に描 きあ げて い

ました。｢さ くら｣は 日本 の美 を象 徴 す る

様 々 な要 素 が込 め られ て い ます が,そ の

シンプ ルで 美 しい旋律 を 自在 に変 化 させ
りょうらん しゆんげん

て,百 花 練 乱 の 内 に峻 厳 な美 の極 み と,

現世 を越 えて行 く,永 遠 の時 の広 が りと

尊 さ とを感 じさせ る一篇 で した。 日本 を

深 く理解 した秀 逸 で した。

後 半 の ミュー ジカル メ ドレー か らは合

唱団 と聴 衆 とが一体 とな った,実 に楽 し

いス テー ジで,い ずれ の会 場 で も手 拍子

にあふ れ,打 ち溶 け て,両 者 が まっ た く

同化 して しまっ た様 子 で した。

ア メ リカで｢音 楽 と よきお とずれ｣の

番組 を司会 す るJ･ス ペ ンサ ー･キ ナ ー ド

兄弟 の心 深 く語 りか け るメ ッセ ー ジは,

会場 の人 々の胸 中に静 か な喜 び と勇気 を

与 え,開 拓 者 た ちの苦 難 を乗 り越 えた歴

史 の重 み と証 を も って私 たち を励 ま し,

｢恐 れず 来れ聖 徒｣ ,と語 りか けて くれ ま

した。

ア ンコール の数 曲 は,い ずれ もベ ス ト

ナ ンバ ーで した が,｢リ パブ リック讃歌｣

-

ー

の
Ψ
1
1
1

1

1

-
･ー

･▼

4



9

爵
{≧卜冒II≡髭F雪861/;11(0ヨ匡参蚕

=～4∩壁縣二～国冒ロ号⑦=｢護一壬×`翠ユ

鰹二～2管巌⊃1》撃凄(∂期畢。螺∩率くうユ

G量｢2q4宰難ゴβ暮`白膨牽=～2曾ゑ日

峯鰹国冒ロ号4白4羊y6ユ『戻⑦羽!竈』｣

o#宰∩》融ρ孕

く4G>【へ(ρ彦`ユ(ρ#翠くへ}球(き吾塁〉

多導蝉罷i劉⑦ユqc21製》⑦区1餌章車
。翠∩率客淋牽ミ}`律

津否賭⊃,営困冒ロ号･影⑦宰日54。乙一壬;4律

皐…静鳩ユ∩=～畢2呈日塞自甲囲冒口号4r〃羊

y〃コ尉書`(}瞬畢⑦團型*日4官(‡潭

身⊃1象9脅【4盛二魚9蝉障白准牽尊甦

。4∩率白禦2｢ゑ累q}∩彰瞬コ(きア(Σ

律9ρ購`律9(商潔白=P鰹暴…馨(ρ葦箪*

日【へ∩9霊,享(〃=～2γ年曾ゑ麺孕巌皐`コ

寺翻母/(Eる､乙z}･1⑦⊇=～尉》車日⑦回

寺｣`自f罪智d一#乙漣瓜ζ≠･H･▽よ

6,レ4⑦智ミヲ窮町∠るよコ～艇宵刈一▽∠

･w･4r託/(:r4･⑦智畢国冒ロ号4r4;羊y

6`4率。4∩率白禦蝉婿涛⑦二～｢4∩

率Q量〉駈=～G障4M勲算4牌く4(ハユ(へ

黒21つ･中2G(}`毫つ'⑦2茸〔爵:¥:`ユ∩

2昇管享麟塀景巌呆重日。4∩率(1劉〉

潔母つ母ゑ藁曇叢畢⑦〃Y`9鰹障22

受ミ～(蚤購鷲⑦畢翼=～暴卓羅4律劃`}茎

嘔⊃1撃翼曾禦4百牌(≡甲受.巨團ヨヨ⑦ユ冒口

号¥⑦=丁鷺YOOε`鰹孫∩翠∩匙妻孕製》

⑦ユ4r一Ψ)IHN。ゑ翠∩』聡劉(き螺Ψ21

宰露鐸`ユ膿率箪烈号翻豊暴ユ鵜聡ユ〉

黎コ¢f'⑦2`=～2γ茸:⑦国冒回号q∩9勲

ゑ曾ゑ峯笛母国*｣`ユ∩髪駐景毫塞蝉顎
マれヒゆ

駅導〃射(〃誉導》暫身響昌陽ロ号掌日ミヲ
。4∩翠レ94匹(黙¢鷺⑦聡

葦(∂=～穿湯圏国副弓傷ゑ翻興ユ卓日`レ

9障身埠･<Eぐ､乙吾4ユζ,〃一必4r壬Ψ

(1)⊆皆具と講(Z)囲冒ロ号凄ヨ,21(日)日9Z目8

。4∩ユ堤皐(〃(圏

49号白藩奉圭⑦q弊`q号穿く4告母藁
`21(陀!⑦壬創侮(慣§

<4`⊃1(商4(∂2γY

(う∩再`〉茸(}自轟雷(〃興Y`茎騨景国劇

レ妾⑦(}(∂蓼v》ア1歯租
。4∩

翠白4(宰早愚21(へ勲6【へ鷺考⊃1¥卿`鰹

卓発4傷竪と⊃1籔醇【¢9塁}(〃国冒口号4ピ〃≠

y6`コ騨母白贈曾啄劉鞭翻4∩2翠耳ヲ

皐弔⑦曾4昇ξ峯⑦〉多(吉傷4×4･△一奉

んミ4叩6號9<¢蓄朔･⑦一=)<ン託`2

v皐士日←音Ψ`∩!章･<4･壬･×当〃よ

⑦暑;製甲o孫∩零白障=～曇叩`》譲蝉曇=

率ユ律ミ～田宰1但⊃1稟脅τぐ瓜歯4r寒丁ユ

導割⑦艇賢ヨK･46訟･ヨ/<4⑦尋[皇

。4∩

翠白口量弓)にユ〉認卦さ4乙ん6×ユ翻く一

壬×`マ曇一鰹)婬1⊃慢一峯轟畢膣弱`ユ

準胆耳暴ヨz。4∩零翠ユG百ぞ埠團翻慕〕曜

`中⑦
･くεぐ♪託･く〔量⑦県目*ユ露暑;=～1タ

忍`ユG90厚(}謡習λ⑦舶曲コ健妾`当灘

∩卑踵》告等号`∩婁囲母i融く岳4r≡』(∂囲香

昊首⑦魁卜000'1‡…彫一⑦国冒ロ号㌶∩日iぎ(T)●

国冒ロ･号!1r44v6･<ヨ=!1r∋=(･鼎=｣と毎菖'

》二L4ζ`評'∠幸=[餌互≠耳椎寧}〉(二(孕)●

㎎}グ｢㌍働

一

⑦ユ習叢ユ茎嘔2囑演q暑`昆遡⑦｢｣

4r一∠｣･垂･一孟･身4｣。4∩ユ22⑦

2q胃∩Ψ羅翼⑦ユ盗一当∠ウゑ`ユ(へ

}α螺象射銘艇暫→瓜4∩託･畦･<4曾

禦ユ白二～o⑦諺導厘日宗`ア1こL麗戻駆

。4∩ユ宙身駈21ミ…率`9<4ゑユ

割日9q=～昆翼鷺》9<4翻ラユ∩彦o.巨

ユ壬と耳コ鱒冥睾(o鷺尋ユ×y`羅翻z罷

雪ユ∩平菊Ψ尉⑦妾。凄》⑦團鋼1⑦∩

障騨弱ユ率翻z{9<4翻II`昆翼善弓白ア

栄翻6。v鷺尋餌互索憾勲>6ユ×き/白

牢4r壬Ψ⑦章車`宗翻8触。ゑユ裂用⊃1

｢9弊豪～韓町罪1藁｣9/1壬團翻死`⊃1攻･

。4∩率白

亀=～⑦(}管耳く¢鑓母留鍵重昇葡…享コ～｢.巨

ユ曇一鰹園冒回号4r〃手y6(}⑦4口繋霧

圭腓4群悌2`ユ:¥書(}聯⑦番雛(}藤⑦

昇屡甲ユ中ヨ･<》♪'｣`判製叩⑦v翁互婁

七蝶1>c`(平)日セZ目8`⊃1赫。4∩

ユ自副翻早～黎蘇¥こミ《宇窪像⊃1尉》ε1團日

ε1⊃1話ユ翼》8⑦ユ睾一6･<群珊ユ(慰舞
`鵬』｣暴`ユ'yミ～ア障単翻陞活9/1舌團

翻死⑦ユ斑戻摯`餌互漁七嬬1>G`翼》

セ[劉日ε･1r一Ψ)田N`寧1こL図餌章車

o

翠(うユ(A藤鰹申留》`〉多(摯Y曾ゑ…彦日半

ユGΨ禦～享軍`伽α嘩Ψ単⑦｢i一富4

二｣=～曾α鰍鰹撃製`ユ厚貸(柏9罫1.巨ア1

脚婁鞭鵜職鞭勝物〆諭
{ビ

'

事

艦熱蓑魏

霧醗晦避

.π鱒鍾晦

{轟講彰髪

幾

鍵鰍

響議藤ヂ讐馨

鷺嘱

曝み叢蒲鞘叢彗
灘羅嵩蕪圭総聾差難

鰐彫筆∵撫　_､難慧
。､瀞Ψ繊嚥器讃恥撫轟鷺職撫壁ザ〃欄ξ義繍ヤ磯轡鞍･響…"}細ツノ･

灘
雛

騨

羅

慌

oこP耳⑦餌号



簾

熱
嚢

.

懸
騰

裂

華
購
灘

門

瓢講

等鍵

饗

〆

､
｢

ぎ:㌻

峡

黛

各 地 の た よ り

矯
ち手態 …覧

､.㌦㌦ ～

羅灘

.罐懸 難臨讐

難灘鑛鍵 繕 ､

醗 灘縛繰
難

墜 一､穆 避 梅?｢鑑 ～誉
●(右)チ ャ リテ ィ ー･テ レソ ン24時 間テ●(左)公 演を無事に終 えて喜びを共 にす るウォール ベック･ヨ シエ姉妹 とオ トリー夫人

レピ｢愛 は地球を救う｣(日 本テ レビ系放送)に 出演中のモルモン･タ バナ クル合唱 団(日 本武道館で)

脅疇

き,何 か特 別 な神様 の力 を感 じま した。

あれ だ けの人数 に もかか わ らずす ば ら し

い一致 とハ ーモ ニ ーに,ま た謙 虚 で友好

的 な団員 た ちに心 うれ しい気持 ちで した。

ソロで歌 っ た兄 弟 の あの すば ら しい表 情

を忘 れ るこ とがで きませ ん。｣(旭 川･1姉

妹)

｢私 は64歳 の主婦 で す
。 姪 に誘 われ て

この コ ンサ ー トに来 ま した。昔,勤 めて

いた会社 の合 唱 団 に入 って い ま した。発

･表 会 では ソロ で歌 った経 験 が あ ります。

今 は昔 の よ うに声 は出 ませ ん が,ま た コ

ー ラスをや っ てみ たい と思 い ま した
。女

性 コーラ スが とて も美 しく,ま た歌 わ れ

た曲 も とて も美 しい もの ば か りで した。

あの よう にす ば らしい合 唱 団の 中 で歌 え

る と楽 しい で し ょうね。 美 しい歌 声 や 団

員 のほ ほ えみ に合 唱 団一 人一 人 の人格 が

うかが える よ うで した。｣(東京･Mさ ん)

｢日 本 の 人 々 へ の 心 配 りが す ば ら し

か った。霊 的 な コー ラ スあ りが と う。｣(埼

玉･Yさ ん)

｢歌声 も鼻 か った が
,そ れ 以上 に歌 っ

て いる人 た ちの笑顔 が心 に残 って いる。｣

(東京･Hさ ん,K氏)

｢久 しぶ りで陶酔 で きる コ ーラ スを聞

かせ て いた だ きま した。 人数 に頼 りが ち

な コー ラスが 多 い中で,実 にす ば らし い

ハ ーモ ニー で した。特 に ピアニ シモ は絶

妙 で した。赤 トンボは 日本 の合 唱団 よ り

気 持 ち(情 景)が 出 て お り,感 服 し まし

た。 多少 コー ラス をた しな む小生 強 く反

省 させ られ ま した。｣(東 京･A氏)

｢き ょ うは,私 の 息子 が入 院 して い る

聖 マ リア ンナ医大 の看 護婦 さん に誘 われ

て妻 と一 緒 に来 ました。 とて も感 動 しま

した 。特 に 『恐 れ ず 来 れ 聖 徒』 の 曲 に

は,勇 気 づ け られ た思 いで す。｣(川崎 市･

A氏)

いずれの公演 で もステー ジの合 唱団員 と

会場 の聴衆 との間 に,温 かい心 の交流 が感

じられ ま した。この公演 のために尽 力 され

た主催 者 な らび にス タ ッフの方 々 には,

多忙 に もかか わ らず,ご 支援 ご協 力 をい

ただ き ました。 また,新 聞,放 送,音 楽

誌 な ど報 道 関係 の方 々,音 楽 関係 諸団体

の方 々 に,心 か ら感 謝 申 しあげ ます。 準

備 か ら終 演 まで約 半 年 の 間,終 始励 ま し

と見守 りの中 に全 力投球 して くだ さい ま

した地 区代 表の岡本亮 長老,今 井一 男実行

委 員長 をはじめ とするタバナクル実行 委員

会 および 関係 者の方 々にも重ねて感 謝 申 し

あげ ます。(ね んが き･こ うた ろ う)

●8月25日 の レセ プシ ョン に 出席 した ア ジ ァ地 域 会 長 会

(左 よ リキ ー ス･W･ウ ィル コ ッ クス 第;副 会 長,ジ ェイ コプ･

デ ィエガ ー第 一 副 会 長,ウ ィ リアム･R･プ ラ ッ ドフォー ド会長)
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話 します。 す ると彼 らは うなず き なが ら

も,ほ とん どの場合 こ う聞 き返 すの です。

｢1979年 の 日本公 演 に行 きま したかP｣

そ して私 が行 か な かっ た と答 え る と,｢あ

の公演 が今 まで で一番 で した よ。 とて も

よく準備 されて い ま した しね 。 日本 の人

人 もや さ し くて親 切 で した よ｣と 言 うの

で した。 第1回 日本公 演 に参加 した合 唱

団員 は,そ の こと を思 い出 すだ けで幸福

そうな顔 を する ので す。

そ して今 年 の2月,第2回 日本 公演 が

決 ま った ことを知 らされ ま した。 第1回

の公 演 を思 い出 すだ けで彼 らは ど う レて

それほ ど幸 福 に なれ るの で し ょうか。 私

は是非 と も自分 で それ を確 かめ た い と思

い,こ の機 会 に感 謝 しま した。 そ して,

宝石 の よ うな島国 に着 いて か らこの こ と

が わか る まで,長 くはか か りませ ん で し

た。

東京 を歩 いて い ると き,ふ た つの出 来

事 を 目撃 しま した。 ど ち らも大 した こ と

で はあ りませ んが,私 にと って は 日本 人

の心 を よ く表 わ して い ると思 われ る出 来

事 で した。

ひ とつは朝 の ラ ッシ ュ時 の こ とで す。

車 が列 をな して い る交 差点 で,2台 の 車

が右折 しよ う と して い ま した。 一 方 の運

転 者 が もう ひ と りに急 いで曲 が る よう に,

警笛 を何度 か鳴 ら しま した。 この ふ た り

は きっ と怒 って い るだ ろう と思 って い ま

したが,互 いに笑顔 で運転 して い ました。

もう ひとつ は皇居 前 広場 で の こ とで す。

お じい さん とその家 族 が一 緒 に歩 いて い

ましたが,水 飲 み場 の所 で立 ち止 ま りま

した。 お じいさん が水道 の蛇 口 に顔 を近

づ けて栓 を ひね る と,水 が 勢 い よ く飛 び

出 して顔 にか か り ました。 けれ ど もお じ

い さん は,腹 を立 て るで もな く,家 族皆

で大 い に笑 い,ま った くか か わ りの ない

外 人 の私 で さえ もつ いその お か しさ に引

き込 まれ て しま うほ どで した。

幸福 な家族 に,幸 福 な人 々。 これが,

初 め ての 日本 旅行 で私 が受 け た印象 で し

た。 そ して もう ひ とつ,ほ か の人 を幸 福

に し喜 び を もた らす 日本 人 の すば らしさ。

大阪 で は,私 た ちが飛 行場 に着 く とた

くさんの教会 の方 々が 出迎 え て くれ ま し

た。 この熱狂 的 な兄 弟姉 妹 の姿 を見 て,
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私 の心 は喜 びで い っぱ いに な りま した。

名 古屋 の会員 た ちは,私 たち のた め に

貴 重 な時 間 を割 いて最 高 の食事 を作 って

もて な し,歓 待 して くれ ました。

東京 で は神殿 職員 が休 日に もかか わ ら

ず出勤 し,エ ンダ ウメ ン トの儀 式 を して

くだ さ い ました。私 の人生 の 中 で これ ほ

ど心 を動 か され た儀 式 は,い くら もあ り

ませ ん。

会 員,非 会 員 を問 わず,私 た ち は人々

か ら数 々 の もて な しを受 け,親 切 に して

い ただ き ま した。 こ こに書 いた もの は,

ほ んの一部 です。 その お礼 に,私 た ちの

歌 に よって皆 さん に幸福 な気持 ち を感 じ

て も らえた ら と願 って い ます。

私 た ち には,聴 衆 の皆 さん一 人一 人の

明 る く笑 って いる顔 が見 えま した。 また,

皆 さん は舞台 か ら最 後 の 団員 が退 場 す る

まで拍 手 を して く だ さい ました。 しか も

あの暑 い 日,筑 波 の 野外 ステ ージが会 場

だ った と きに もです。

私 は求道 者 の方 々 にタバ ナ クル合 唱団

の テープ をお贈 りす る こ とがで き ま した。

両耳 に補 聴 器 をつ け た老紳士 と,30代 の

魅 力的 な女性 と,14歳 の活発 な少 女 で す。

また,す ば ら しい会 員 の方 々 や宣教 師 た

ち と握 手 を しま した。 今 まで タバ ナ クル

合 唱団 が訪 問 して 出会 った人 の 中で も,

一番 幸福 そ う.な人 々 で した
。

どの公演 も最 初 の 曲 は,｢地 球 に住 むす

べ て の人 々,明 る い声 で主 に歌 う……神

の み前 に来 りて喜 べ｣と い う歌 詞.で始 ま

勧 のでした.私 たちの齢 は,す でに

幸福 を感 じて い る人 に福 音 の喜 び を紹 介

す るこ とで す。私 たち はそ の代 わ りに,

その人 々 か ら大 き な喜 びを いた だ きま し

た。 た くさ んの人 々 との触 れ合 いが実 を

結 び,ま た,聖 霊 の 力 に よって 多 くの人.

人 の心 が救 い主 イエ ス･キ リス トに向 け

られ ます よ う にお祈 り じます。

また,日 本 の忠 実 な聖徒 の皆 さ んの心

に,最 後 の 曲が い つ まで もこだ ま して い

ます よ うに。｢ま た逢 う 日 まで 神 よ,
い

と もに在 ませ。｣(｢讃 美歌｣84番)〔 ジム

･ア ダ ムズ:ユ タ州在 住
,36歳,2児 の

父 親〕

｢わが思いは,あ なたがたの

思いよ りも高い｣

一タバナクル来日を伝道の機会として一

名古屋西ステーキ部長 堀 田 徹

△ 年の夏のタバナクル合唱団の来日

==フ 公演は,名 古屋の地におきまして

も1979年 以来 の大 きな 出来事 で ござ いま

した。

私 も妻 や母 と相 談 して,招 待 で きそ う

な人 々 を リス トア ップ いた しま した。80

キロ以上 も離 れ た地 に住 む姉 夫婦2組,

そして妹 夫婦,会 牡 の社 長,店 長,大 学

教 授 の奥 さん,妻 の友 人 な ど を列 挙 しま

す と25家 族 以 上 に もな りま した。 次 々 に

電話 で モル モ ン･タ バ ナ クル合 唱団 につ

いて説明 をいた しま した。姉 夫婦 も休 暇

を取 って聴 き に来 て くれ るこ とにな りま

した。 自分 た ちの呼 び かけ るべ き人 々 は,

ほ とん ご電話 を しま した。切符 は発 送 し

た り,持 って訪問 した りして,手 持 ちの

切 符 はす べ て来 て いた だ く方 の手 元 に届

けて ほ っ として い ま した。 あ とは美 しい

歌声 を聴 く ばか りで す。

そ して,い よい よ明 日は,合 唱 団が名

古屋 に来 て公演 をす る とい う前 の夜8時

15分 を過 ぎた頃,電 話 の ベル が鳴 りま し

た。 それ は,監 督 か らの電話 で した。

｢ど う して もな ん とか しな くて はな ら

な いタ バ ナクル合 唱 団 の切符 が数 枚 残 っ

て いる んで す。｣

私 は尋 ね ま した。｢数枚 って何 枚 の こ と

です かP｣

｢4枚
,え え一 っと5枚,い え,合 計

で6枚 にな ります。今 まで一生 懸命 売 っ

や
毒
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各 地 の た よ り

灘

(イザ ヤ55:8-9)

教 会員 で な いた く さんの 人々 にタバ ナ

クル のこ.とを知 って も らうよ い機 会 とな

りま した。 叔母 は公 演 か ら帰 って くる と,

｢本 当に すば ら しか ったね え,も う感動

して しまって,孫 た ち もそれ は それ は大

喜 び でね｣と 心 か ら喜 んで くれ ま した。

また,岐 阜 の友達 との昼 食会 を早 々 に

引 き揚 げ て,タ バ ナ クル合 唱団 の公 演 に

トンボ返 りで駆 けつ けて くだ さ った奥 さ

ん は,｢私 は,も う,あ ま りに す ば らし く

.

轟

碁
濃
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灘

灘
騨

藍
鞘壁
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¥

葦
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争

灘疏概.擁溝

､
薫
饗
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鯉

て涙 が 自然 に流 れ て流 れて仕 方 が なか っ.

た ん で す よ。最 後 の ハ レル ヤ コー ラ ス

(｢リ パ ブ リック讃 歌｣)は,一 緒 に歌 っ

て し まい ま した｣と 。

タバ ナク ル合 唱団 の来 日は,確 かに主

の予言 者 の啓 示 を通 して な され た神 の伝

道 の業 であ った と証 します。 主 は この よ

う に してみ業 を進 め られ ます。神 は実 に

生 きて い らっ しゃる こ と を 証 し ま す。

(ほ った･と お る1985年9月15日 の大

阪･名 古屋 地 区大会 の お話 よ り)

東鶉轟静岡地区独身粥 顯富難灘圏一勤
力繊翫 隣蛎 醐6漏 欝 細0蹴 参加

r6 つの ス テー キ部 の独 身成 人 が ひ

とつ所 に集 ま り,カ ン フ ァレ ン.

スを開 きたい とい う願 いが か な うと きが

やって来 ま した｣と い う相 良健一 地 区代

表 の開会 の言葉 で,8月14日 か ら4日 間.

にわ たる富士 グ リー ンカ ンフ ァ レン スが,

富士 緑 の休 暇村 に,静 岡 ジ横 浜,東 京西,

東 京,町 田,東 京南 の各 ス テ ーキ部 よ り

約360名 の独 身成 人 が参 加.し開催 され た。

｢燃 やせ信 仰
,つ か め愛!｣を キ ャッ

チフ レー ズに進 め られ た この カ ンフ ァ レ

ンス にあ つて,25に 分 かれ た グル ープ の

それ ぞれの 活動 とそれ を リー ドしたグル

ープ リー ダーの準備 と働 きは 目を引 くも

のが あっ た。一 つ一 つ のグ ル ープ に は個

性 あ ふれ る名 前 がつ け られ,ユ ニ ーク な

グルー プ旗 が用意 され た。 中 には そろ い

はつ ぴ

の 法被 や点 滅灯 を使 った名 札 と い うアイ

デア もあ っ た。

カ ンフ ァレ ンスは,グ ル ープ単位 で 活

動 が進 み,交 歓会 や レク リエ ー シ ョン活

動 に加 えて,早 朝 ダ ン スパー テ ィー.や夜

中の き もだめ しな どを楽 しむ グル ープ も

現 われ た。

各 ス テー キ部 で 準備 され たプ ログ ラム

も参 加 者 を啓発 し,燃 えあが らせ る機会
の

とな った。1日 自夜 の カル チ ャー ナ イ ト

では,｢光｣を テー マ に した発表 が繰 り広

げ られ,歌 や劇,ス ライ ドシ ョー,ダ ン

ス,ミ ュー ジカル な どが あ り,今 回 は色 彩

を使 った影絵 の中 に イエ ス･キ リズ トの

シ ル エ ッ トを う ま く表 現 し た 町 田 ス テ

ー キ部 が優 勝 した。一 方,横 浜 ステ ーキ

部 が担当 した2日 目朝 の運 動会 では,3

10

ス テー キ部 ずつ が紅 白に分 かれ,種 々 の

競 技 に汗 と熱 気 が うず ま き,東 京,東 京

南,横 浜 ステ ーキの連 合｢白 組｣が 勝 利.

を飾 った。

一 人一 人 の心 を広 げ
,心 を通 わせ た活

動 には,2日 目夜 の ダ ン スパ ーテ ィーが

あ げ ら れ る だ ろ う。 昼 間 の運 動 会 で ち

ょ っぴ り 日焼 け した 兄 弟,姉 妹 の姿 が

や さ しく揺 れ て い た。 も うひ とつ,.さ わ｢

やか な印 象 を投 げか け たプ ログ ラム に,

ヤ ング･ス ペ シ ャル の ため の活動 の時間

が あ った。約80名 の ヤ ング･ス ペ シ ぜル

が唱 同 に会 して ゲ ーム や記念撮 影 を し,

その 時間 は,落 ち着 い た,和 ん だ空気 が

流 れ て いた。

セ ミナ ーの時 間 には,渋 谷 イン ス テ ィ
じやはな

テ ユー トか らの謝 花 良康 兄弟,吉 野和 洋

兄 弟 の両講 師 をは じめ と し,地 区代 表,

各 ス テーキ部長 の8名 で7つ の ク ラスが

準備 され た。 セ ミナー を通 して語 られ た

言 葉 の 中 に は,｢デ ー トは,良 き も ので

す。 目的 を持 ち,知 恵 を使 う とき,良 き

デ ー トを す る こ と がで き ます。｣(吉野 兄

弟)｢何 に よって,神 の栄光 を表 わす か と

考 え,実 行 し よう とす る とき,自 分 の力

以上 の もの が発揮 され ます｣(新 山兄 弟)

な ど,講 師 の率 直 な意 見 や ア.ドバ イ ス,

厳 粛 な証 が兄 弟,姉 妹 た ちの心 を貫 き,

伝 道 に出 る決 意 を した人,.神 殿結 婚 を目

標 にす る こ との大 切 さに感 銘 を受 けた人,

また バプ テス マを受 け る決心 を した人々

が いた。霊 的 に高め られ た参加 者 には,

このあ とのキャンプ ファイヤー の と きに屋

外 に出て 見 た富士 の稜 線,夜 空 に輝 く星

の多 さ に,主 の深遠 な愛 を感 じず には い

られ なか った ようだ。

4日 目の朝 か らの証会 は,5部 屋 に分

かれ て行 なわ れ,全 貝 が証 を分 か ち合 う

こ と とな った。 中 には,証 を歌 で表現 す

る人 やグ ルー プ があ った。 また,バ プ テ

スマ の決 意 を表 明 した参 加 者 に思 わ ず拍

手 が送 られた会 場 な どもあ った。｢天の王

国 に いる みた い な気 持 ちで した｣と 感 想

を もらす人 もい た。

こう して4日 間 の カ ンフ ァ レンス を通

して友 人 の和 を広 げ,力 強 い証 を得 て,

参 加 者 は それ ぞれ様 々 な決 意 を した よう

で あ った。｢顔 を知 って る人 た ちの こ と

蒼

τ
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｢

,各 地 の た よ り.ず 一

､

好 みの レク リエ ー シ ョンを選択 す る。 分 かれ て の証 会 。 聖徒 らの集 う開 催 地 を シオ ン とし,｢エ ノ

私 の グル ープ はオ リエ ンテー リング で 司会者 はひ と り2分 を強調 した。窓 か... クの市 の よ うに.天に取 り上 げ られ よう｣

あった。 地 図と磁 石iはリー ダー に任 せ て,

ほかの人 は ピクニ ック気分 だ。

しか.じ,青 木 ケ原 を抜 けて,紅 葉 台,

らは富士.山と樹 海 が見 える。｢新 しい歌｣

を紹介 す る グル ープ での証 もあ り,皆 の
r

霊体 も光 り輝 いて いる。 ジ ョセ ブ･ス ミ

とい う壮大 な もので した。
,､

7月27日,.1‡ 曜 の夕 べ に は,そ の前 夜､

僚 が行 なわれ ま した..:やむ を得 な い事 情.

足和 田山の ふ も とと,約2時 間,た っぷ ､スの霊 を身近 に感 じ,強 い感 動を 覚 え たb
冷..

でカンファレンズに参加でき塗怜人には

り歩 いた。途 中,コ ース を まちが えて紅 ひとり2分 の約束どおり終わつて虹司..
早
....

.その楽 しさめ先 取 り.を軌､ま%初 参 加 め入 〆.1.

葉 台 まで登 り,西 湖 を展 望 で き たの は幸 会 者 の方 が慌 てて.しまっ た。.めず らし い に1瞳 の不筆拳解消レ迄券ら鳳 ,.み碑 穿

いで あ った。必 死 の リー ダ ーの頑張 りも こ とだ そ う だ 。 一
浮㌔㌦.',

あ り,ま た,従 順 に我 々 も従 っ て駆 け足

を した りと,し か し,時 間 オー バ ーで成
L

績 は4位 で あ った。

私 も求 道 者 の.ひと りと.し.て証 させ て も.

ら った。
.＼

このサマーキ㌣ ス .(グリ高ンカ耽

㍗･.. 一.　 ･し､_..｢

湾 鼠簸 婁灘欝 欝轟･ll∴{
ジ 過 ご し ま し 海bl.,･誓 存｢.

長 い昼休 みが あ って夕方 か らセ ミナ ー。 フ ァ レンス)に 参 加 す 蓄･には相.当の決 断 8.月14日 ∴ い よい よカ ンブ ナレ ンズめ..

｢研修 会｣と い うか らに は連 日の講義 を が必要 で あ ろ う'。自分 の結 婚相 手 を見 つ 始まりです。その晩に行なわれた発表は
'

予想 したの で あるが,｢講 話｣は,あ とに けるとかいっ.た目先ゐ結果だけを求めてヤ
すば うしい もの で した。歌 と踊 り,ス ラ

も先 に も,･こ の3時 間 だ け で あ っ た 。 来 た人 に とって は キ ビシイ現 実 しかな い｣ イ ドの構 成 で オ ープ ニ ング を飾 うた 川越

私 が参 加 したセ ミナーの 講師 は｢新 山 しか し,人 生 の分岐 点 にあ る青 年 た ち ワ ー ド部ジ 教会 員の1｢週 間 を生 き生 き と

靖雄｣と い う人 で,ス テ ー.キ部 の リー ダ が横 の連 帯 を得 る.ため に は,.一 人一 人 が
'描 いた中野 ワー ド部

,.沈 滞 し.た状 態 か ら

一で あ り
,あ る会社 の経 営 者 で もあ るそ タり大きな目標.を持つ必要があ.る。そ の カ ンフ ァ レン スに向.けて 燃 え.あが った過

うだ。.40過 ぎで,モ ル モ.ン教 会 には1960. 大 きな 目的 は,あ る人 に と っで は結婚 で 程 を再 現 し て見 せ た浦 和 ワー ド部,ま た

年頃入ったそうであ.る。語る内容は原則. あ り,あ る人 に とって は仕事 で あろ.う。､
B

｢ネ バ ー･エ ン.デ ィ ン グ･ラ ブ･ス ト ー リ

的なごとであるが,実 践に裏づけられた
.
自分 の 人生 をど う生 き るのか。 そ うい う 一｣と い うオ リジナル の劇 でモ ル モン経

言葉であ.るから.聞.く.人の心に響く。参加 目的意識を発見し得た人は幸福怒と思う。 を証 した豊 島 ワ｢ド 部 や,`独 身成 人 で集

した青 年 た ち に.と.って,あ ま り多 くの｢こ

㌔曳
..8月.呂日,私 は富士の宮浅聞神社,湧 会がほとん.ど持てなか.ったにもかかわら

と ば｣は い ら な い 。`こ の4日 間 の キ ャ ン..'
.玉池 で.｢み そぎコ を しで い るb:あ る神 道 ず｢ア ヒルの行　山 牽発表･レて童心に返

プを引き締めるには3時 間で十分であっ グループが主催で,霊 学研究家たちφ誘. るこ とを教 え て くれ た越 谷 ヴ ー ド都 な ど,

た 。 いで参 加 した 。.｢モルモ ン教会 の研 修 会｣ みな苦労 が忍 ばれ る,胸 を熱 くす る よ う
ρ

夜 はキ ャンプ フナイアリ 。空 は雲 ひ とっ

な く,天 の川 もはっ き り見 え る。初 めて.

とは何の関係もないが,霊 峰富士の南側､｢

1

と北側 で,そ れ ぞれ｢水｣と.｢霊｣に 首

な内容 で した。

2日 目は,.ワ ー ド部 を越 え て構成 され

｢天 の川｣を 見 た とい う人 もいて感 動 的 まで浸 っ℃｢み そ ぎ｣と｢洗 礼｣を 受 け た兄弟姉妹合わせて10人程度の12のグル

な 空 で あ っ た 。' た こ とは確 かで あ る。.戦後40年 目の夏 を
一 プ が

,.そ れ ぞ れの個性 を発 揮 し ま した。.
ゴ..`.

4日 目は,午 前 中｢証 会｣,そ して,閉 有 意 義 に通過 した.と思 う。(ひ らい･と し グル ープ対 抗 の オ リエ ンテー リング に知

会 式,解 散 で あ る。60人 単位,5教 室 に お1948年 生 まれ) 力,体 力を使ったあと,昼 食は野外炊事
一

と な.りま した。 午 後 は得 意種 目:ごと に分

かれて球技大会を行ない,夜 には指導者

東京北ステーキ部サマ噸カンファレンス
で あ る大石 兄 弟 の お話 の あ とに;私 た ち

､にと ってTエ ン ジ ョイ｣と は何 か につ い
一｢喜 び｣ .の本質を見づめた4臼 間 一 て語 り合 う機 会 を持 ちま した。 そ こで は,

私 た ちの すべ て に,真 の喜 び とは,ま た
.
その喜びの共通の源について教えてくれ

な た 方 は,主 に あ っ て い つ も喜｢あ
び.なさい｣(ビ リ じ4:4)

参加 も含 め128名 ℃,初 めて教会 の活動 に
.

集った求道者も含めて84名が証を述べま

る不 思議 な力 を感 じる こと.がで きま した。

白日目,や や曇 り空 の下,私 た ち はバ

去 るS見17日,御 殿場 の 国立青 年 の家 し た。 スで富士山の5合 目に向けて出発レまし

において開かれた東京北ステーキ部の独 東 京北 ステー キ部 に は5つ の ユ ニ ッ ト た。 そ こか ら徒 歩 で6合 目まで登 り,あ

身成 人サ マー カ ンフ ァ レ ンス は,『合 言葉 が あ ります が,各 ユニ ッ トか ら2名 の実 と は宝永 山の 火 口を見 な が ら下 って く る

を｢レ ッ ツ･エ ン.ジ ョイ!｣に,天 候 に 行 委 員.が召 され,4月 の初 め,委 貝 長 の コ ー ス で す 。 これ は,今 回 の カ ン フ ァ レ

.も恵 まれ た4日 間 の プ ログ ラム を無事 に
高橋賢次兄弟から各委員にカンファレン ンスで最 も印象深かったという声が多く

終 える こ とがで き まし た。参 加 者 は途 中, スの ビ ジ ョンが語 られ ました。 それ は, 聞かれた計画でした。途中,交 通渋滞に

許.･:
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o
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各 地 の た よ り

夜 には全体 プ ロ グ ラムが組 まれ,初 日

は各 ワー ド部,支 部 を代 表 す る兄 弟 た ち

に よって個性 と霊 性 を競 い合 う｢高 崎･

長 野･新 潟地 区第1回 美少 年 コン テス ト｣

が行 なわれ ま した。2日 目に はダ ン スグ

ル ープ に よる デモ ン ス トレー シ ョンや軽

音楽 グル ープ に よる伴 奏 な どの工 夫 を凝

ら したダ ンスパ ーテ ィーが催 され ま した。

3日 目の夜 に は演劇 グル ープ に よ り｢夕

鶴｣が 熱 演 され,そ の後 キ ャ ンプ フ ァイ

アーでゲームと歌 を楽 しみ,参 加 者 みず か

らが創 り上 げ た大 会 もク ライマ ックス を

迎 え ま した。 最終 日には,短 い時間 で し

たが,大 会 で得 た証 を述 べ よ う とす る兄

弟姉 妹 た ちに よ り霊 的 な証 会 を持 つ こと

がで きま した。

私 たち地方 の独 身成 人 の活 動 は,中 央

のそれ と比較 して,地 理 的,人 員的 制 限

を受 ける こ とが 多 く,積 極 的 な交 流 を図

ることがむずかしい状 態にあ ります。この大

馨 嚢 嚢 鷺 馨 婆 驚 婁 馨

騰
く

隊

ぼ

･

鶉
罎

･ぽ

』

レ

囎

会 の テ ーマ別 グル ープ活 動 を通 して,ヨ

セ ブの よ うに 自分 自身 の環境 を克服 し,

実 りあ る活動 を行 な うこ と こそ,主 が望

ん でお られ る こ とであ る と知 りま した。

また,大 会 開催 に当 た って は｢単 にプ

ロ グ ラム を消 化 す るの では な く,参 加 者

一 人 一 人が積 極 的 に大 会 を作 りあ げ
,依

存 では な い協 働 に よる友 情 を広 げ る｣こ

とを 目標 に,実 行 委員 会 は準備 を重 ね て

きま した。現在 各 グル ープで積 極 的 に｢次

は これ を しよ う｣｢今 度 は い つ に しよ う

か｣な どの声 が上 が って お り,ひ とつの
はぐく

目的 に向 か って協 力 した とき に育 まれ る

友 情 の すば らしさ と天 父 の助 け を知 る こ

とが で き ま した。

これ か らも｢よ り創 造 的｣な 大 会 が主

の導 き によ り行 なわ れ るこ とで しょう。

(レポ ータ ー:高 崎 ス テー キ部 独 身成 人

夏 の大 会実 行委 員 長･吉 次 真 一)
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127万人のにぎわい 徳島の阿波踊 り
一｢踊 る阿保に見る阿保 同 じ阿保なら踊らなソンソン｣一

去
る8月12-15日,徳 島市 にお いて

阿 波 踊 りが行 なわ れ,私 た ちは13

-15日 ,末 日聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教

会 か ら連 を作 って演舞 場 に繰 り込 み まし

た。

きっ か け は,独 身 成 人 活 動 の メ ンバ

ーか ら,今 年 はど う して も踊 りた い とい

う意見 が 強 く出 た ことで した。早 速6月

か ら週1回 木 曜B夜8時 一9時 まで の練
あい ば はま

習 を スタ ー トし,藍 場 浜 公 園で は,有 名

連｢阿 呆 連｣の 方 た ちの指 導 も受 け まし

た。･

私 た ち は是 非 とも この活動 を伝 道 に役

立て た い と思 い ました。 そこで,教 会 の

名 を出す こと をス テ ーキ部,監 督 会 か ら

認 めて も らい,連 の名 前 を決 定 す る とと'

もにい ろ いろな責 任 を決 め ま した。 また

教 会集 合,教 会 で解散 す るよ うに も徹 底

しま した。連 の名 前 は,募 集 して｢踊 う
たかはりちようちん

か連｣に よ うや く落 ち着 き,高 張 提 燈 に

｢末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会｣｢踊 う

か連｣の 文 字 を入 れ ました。
なり

た だ,｢よ しこの｣の リズム を奏 で る鳴
もの

物 の 費用 が かか り過 ぎ るた め に,そ れ ら

を当 日しか借 りる こ とが で きな か ったの

が残 念で した。 しか しさす が独 身成 人活
かね

動 の メ ンバ ー,短 時 間で太 鼓 と鉦 の基 本

リズム をマ ス ター したの で した。

8月13日,い よ いよ本番 間近,教 会 で
ゆか た はつ ぴ

浴 衣 と法被 に着替 え,少 し リハ ーサ ル を

しま した。 姉妹 は ほ とん ど女 踊 り,兄 弟

は男 踊 りで す。午後6時30分,お 祈 りを

して い ざ出陣 。市役 所 前 は こむ ので,幸

町 演舞 場 の順番 を取 りま した。

ここ は,観 客 収容1,200人 で演舞場 全 長

72メ ー トル。待 ち時 間 も比較 的短 く,緊

張 しなが らも初 踊 りを終 え て感 激 し まし

た。何 と言 って も場 内 アナ ウ ンス,｢踊 う

か連 の皆 さ んで す… …｣を 聞 い た と きは,

本 当 に うれ しか った です。

次 に両 国演舞 場 へ と進 み ま した。～こ こ

は観 客 収 容3,400人,演 舞 場 全 長203メ

ー トル。約2時 間待 ち,そ の間 に リハ ーサ

ルを数 回。 午後9時20分,い よ い よ踊れ

る とみん な張 り切 って踊 りま した。 こ こ

で ライ リー長 老 が阿波 踊 り賞 を も らった

ので す。彼 は体 を生 か したパ ワ フル な踊

りで頑 張 りま した。 大 変長 か っ たの で,

みん なパ テて しまい ま した。写 真 を写 し

て教 会 へ と向 か い,お 祈 りを して解 散 し

ま した。
こんやまち

14日 午後6時40分,紺 屋 町演 舞場 観客

収容5,100人,全 長111メ ー トル。教 会 を

出 る前 に,青 少年 セ ンター の サ ークル 活
あし た

動 の人 か ら｢明 日ん連｣と 合 同で 踊 って

欲 しい とい う電 話 が あ り,こ れ は しめた
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各 地 の た よ り

す。

毎 月,全 国 の系 図提 出表 を見 ます と,

系図 活動 が盛 ん な ステ ーキ部 が い くつか

あ ります。 その数 字 だ けで,エ ライ ジャ

のみ たまが その指 導者 の方 た ちに降 り注

が れ,力 あ るみ業 が行 なわ れて い る こと

を強 く感 じます。 そ して私 た ちの励 み と

な り,頑 張 る こ とが で き ます。系 図活 動

と ともに当 ス テ ーキは,各 月 にバ スで神

殿訪 問 を してお ります。 そ の度 に,神 殿

長会 をは じめ職 員 の方 々 の お世 話 にな り

深 く感 謝 して お ります。

日本 には昔 か ら とて も良 い習慣 が あ り
ひ がん

ます。 春,秋 の彼 岸 と夏 の盆 にお墓 へ行

き,先 祖 の供養 をす る ことで す。 また郷

土 に は寺 や 寺 院 が あ り,そ れ らの 所 で

系 図 の資料 を探 す こと もで き ます。 この

良 い習 慣 を通 して,少 な くと も年 に2回

は 系 図 を も う1度 開 い て み て は ど うで

しょ うか。身 内 で だれ か亡 くな って い る

人 を見 つけ るか もしれ ませ ん。

現在,当 ス テー キ部 では美 濃(岐 阜 県)

の人名 抄 出 を行 な ってい ます。 およ そ4

万 人以 上 の亡 くな った方 々の古 い記 録 で

す。 この責 任 に は8名 の兄 弟,姉 妹 が召

され て頑張 って い ます。

私 た ちは,故 マー ク･E･ピ ー ター セ ン

長 老 の言 われ る よ うに,｢神 殿 に行 く･｣だ

けで は な く,自 分 の家 族,自 分 の親 族 を

救 う とい う,神 が課 して お られ る責 任 を

全 うす る よう努 力 して い きたい と思 って

い ます。(レポ ーター:名 古 屋 西 ス テー キ

部 系 図担 当高 等評議 員･中 島初 男)

各ユニ ッ トに定;期的 に配付 さ'れる｢会

報｣に,先 月 次の よ うな指 示が 出た 。

■モル モ ン経配 布プ ログ ラ ム

モ ルモ ン経 に は人 を改宗 に導 く大 きな

力が ある 。す べて の教 会 員は,ま だ教 会

員 でない 人々 へ のモル モ ン経 の販 売や 配

布 に,積 極 的 に参 加す べ きで あ る。神 権

指導 者や 会員 は,あ らゆ る正 しい手段 を

用 いてモ ルモ ン経 を普 及 させ,ひ と りで

も 多 くの人 々 にこの神 聖 な書 物 を手 にす

る機 会 を与え る よ う に奨励 さ れ てい る。

会 員たち は これ まで 様 々な工 夫 を凝 らし

て,､モ ル モ ン経 を配布 す る 自分 な りの方

法 を考案 してき た 。 これ は大 い に奨励 す

べ き もので あ る。一 般 には,次 の よ うな

配布 プロ グラム が行 な われ てい る 。

1,教 会外 の友 人 に会 員か ら直接 贈 る 。

(誕生 日,記 念 日,入 学,卒 業,そ

の他特 別 な機会)

2,家 族 が 参加 す るモル モ ン経 プ ロ グラ

ム を実施 す る。(｢聖 徒 の道｣1977年

H月 号,p.564参 照)

3.図 書館 へ寄 贈 す る。

4.展 示 会や フ ァイヤ サ イ ドの会 場,訪

間者 セ ンター,そ の他教 会 主催 の行

事が 行な われ る場 所 で展示 す る 。

5.ホ テ ル,職 場,書 店,交 通 機 関 の待

合室,そ の他 大勢 の人 々 が 出入 リす

る場所 に置い て も らう。

七十 人 定員 会 とステ ー キ部伝 道 部が,

管 轄地 域 のモ ルモ ン経 配布 プロ グラ ムを

管理･推 進 す る任 に当 た る とよい 。(｢会

報｣1985年 第21号 よ リ)

この プ ログ ラム につ いて はか な リ前 か

ら提案 され て いた が,東 京 ス テー キ部 の

兄 弟姉 妹 たち は,ユ ニ ー クな 方法 で この

提 案 を実行 に移 してい る 。現在 モ ルモ ン

経 配布 を 中心 に伝 道 して いる地 元 出身 の

宣 教 師 にll3冊 の モ ル モ ン経 を プ レゼ.ン

トしたの であ る 。 ここ に,プ レゼ ン トを

受 けた井 上賢 一長 老 の証 を紹 介す る。

1月2紐 のモル モン経配布

頓
福岡伝道部専任宣教師

東京ステーキ部
吉祥寺ワード部出身

井上 賢一長老

任 宣教 師 と して伝 道 に 出た 当初 か､

専 ら,啓 示 と霊 感 のみ た まに よ って

書 かれ たキ リス トの証 であ るモ ルモ ン経

を世 に出す こ との大切 さを 学ん だ私 は,

伝 道 部 の指示 に従 って1日2冊 のモ ルモ

ン経 を 配 って い ま した 。

続 けて配 る うち にお金 が 少 な くな って

困 って い る と,ホ ーム ワー ド部 の会 員 か

ら｢何 で も手伝 い ます か ら言 って くだ さ

い｣と い う手紙 を いた だき,早 速 モ ル モ

ン経配布 プ ログラ ムの 援助 を お願 いす る

手 紙 を書 き送 リま した 。

す る とうれ しい こと に愛 す る兄 弟姉 妹

た ち か らlI3冊 の モ ル モ ン経 を プ レゼ ン

トされ た ので す。 別途 で届 い た手 紙 には,

5つ の ワー ド部の 会員(約25名)か ら贈

られ た 旨が 記 されて い ま した。-自分 の体

重 よ りも重 い プ レゼ ン トを 目に して,知

らない うち に見 え ない ところで 払 われ た.

犠牲 と信 仰 に心 か ら感謝 しま した 。

友 で あ リ兄弟 姉妹 で あ る会員 たち か ら

贈 られ た プ レゼ ン トの モル モ ン経 は,主

の備 え られ た賢 い 手段 で ある こ と と,そ

れ が人 の 目に小 さ く見 えて も 実 は偉 大 な.

奇 跡 をもた らすか な め石 であ る こ とを証

します 。､･

主が そ の完全 な 知 恵 と力 とを も って 世

に出 して くだ さ ったモ ルモ ン経 に対 して,

私 た ちが信 仰 を示 し,福 音 を 待 って いる

人 々 に主 の愛 を伝 え る手 助 けが で き る こ

叱 は どれ ほ ど主 を喜 ぱせ る こ とで し ょう

か 。 そ して その行 な い に対す る私 たち の.

喜 び は どうで しょ うか。 主め 示 して くだ

さ った この小 さ な手段1き従 って信 仰 を表･'

わす なら ば,私 たち は大 きな 収獲 が得 ら

れる ことを知 ってい ます 。神 は生 き てお

られ,私 たち を 愛 して くだ さ ってい ます 。

これ は私 たち の心 を 真 に幸福 にする に十

分 な 真理 で ある こ とを証 します 。

1編 集室から

●心に残った記事の感想文,各 地の話

題や 行 事,｢日 々の恵み｣コ ーナーの

証,｢職 業 と信仰 シリーズ｣,カ ッ トな･

どをお送 リください。来年度1月 号掲

載分の締切 はll月 目日(必 着)で す。

投稿 には必ず連絡先(電 話番号)を 記

入 して ください。

●あて先:〒106東 京都港区南麻布5
-10-30末 日聖徒イエス･キ リス ト

教会｢聖 徒の道｣編 集室 費03-444-

5264

is
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